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はじめに

日本笑い学会 関東支部

支部長 齋藤 精一

関東支部は、日本笑い学会の創立から7ヶ 月後の 1995年 2月 20日 に最初の支部 として設立さ

れ、2015年 2月 に創立 20周年を迎えます。

以来 20年間、毎月の研究会を中心に関東支部の活動を行ってお ります。

研究会では、研究テーマとして ①笑いと芸術。芸能 ②笑いと健康 ③笑いと地域文化 ④笑

いの理論 ⑤笑いとコミュニケーション の 5分野と、種類 として ①研究成果 ②実践報告

③参加型の 3種の区分を組み合わせて、笑いをいろいろな面から捉えられるように展開しており

ます。

研究会開催回数はこの 2014年 12月 で 218回 となります。本誌に研究会のテーマと講師の一覧

を掲載 してお りますように、これまで講師を担当して頂いた方は、医師・看護師、落語家、新聞

記者、作家・歌人、映画監督、教員、講師、大学院生、会社役員、牧師 。僧侶、市民団体の代表、

在野の研究者などで、さまざまな分野の講師の方が、広範囲なテーマで研究発表されております。

関東支部としてこのように 20年間活動を続けてこられたのも、講師の皆様、研究会参加者、

本部 。各支部、会員の皆様のおかげであり、深 く感謝致 します。

日本笑い学会では 20周年記念事業として 「新 。笑いと健康」をテーマに笑いと健康に関し、こ

れまで以上に内容の具体化・定量化・実践を目指して全国縦断 14箇所で講演会を連続 して開催

致しましたが、関東支部では 2014年 2月 に実施 しました。関東支部としては今後も笑いと健康

について継続 して取 り上げていきたいと思ってお ります。

また、笑いと健康とともに、参加者の興味の大きいテーマである、「笑いとコミュニケーションJ

について、関東支部では 2014年度研究会で重点的に取 り上げ、20周年記念研究会のテーマにも

致しました。私的な話で恐縮ですが、家の表札に日本笑い学会関東支部と書いてあると、配達の

人・勧誘の人 。近所の人と話がはずむ (はずみすぎる)こ とがあり、これも笑いとコミュニケー

ションのひとつか、と感 じている次第です。

関東支部の次の 20年にむけ、「笑いと健康」「笑いとコミュニケーションJを 中心に、さらに活

動の幅を広げたいと思っております。

「笑いは研究するものではなく、面白ければ素直に笑つていれば良い」という意見もあります

が、宇宙誕生以来 138億年後の結果として笑 うのは人間 (と 一部の類人猿)だけである、という

ことを考えると笑いを研究することは宇宙の誕生を研究するのと同様に重要なことではないか

と思います。また、毎月の研究会でわかるように、笑いを研究すること自体が笑いにつながるの

ではないでしょう力ち

しかし、笑いの研究にはひとつ重要な問題があります。笑 うのは人間だけであるとすると、笑

いを研究するのにマウスなど他の動物を使つては実験出来ないということです。笑いを研究する

ためには我々自身が大いに笑 う必要があります。関東支部はこのために役立って行きたいと思い

ます。

今後とも、関東支部へのご支援 。ご協力をよろしくお願い致します。
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